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命令数が 35～75 個程度で簡素な構造をしているので、PIC の扱いやすさと安価である
事を特徴付けている。基本的には入出力ポートを用いた動作をするので簡単に明確な動
作をさせることが出来る。 
 今回用いた PIC は PIC18F ファミリと呼ばれる種類の PIC18F2320 である。入出力ポー




の修正を行う。時刻情報は 1 秒に 1 ビット、1 分間続き、計 60 ビットで 1 セットであ















半田ごて等の工作機器、MPLAB X IDE、EAGLE、電波時計用 JJY シミュレータ 
 
3.2.時計基板の製作 














図 1.EAGLE で作った部品配置図 左:時計回路 右:受信回路 
 
3.3.プログラミング 
 PIC18F2320 に C 言語で作ったプログラムを PICkit3 を用いて書き込み、それぞれの
動作を確認する。 
3.3.1.LED の点滅 
 PIC の基本的な動作であるピン出力を用いる。2 つある LED を一定のタイミングで点
滅させる。これは以降の実験でプログラムが動作しているか確認するために使用する。 
 時計と使用するときは秒カウントに合わせて 1秒ごとに点滅するようにした。 
3.3.2.スイッチの動作 
 PIC の基本的な動作であるピン入力を用いる。任意のスイッチを押したとき、押して
いる間 LED が光るようにする。 
 スイッチは内蔵プルアップ抵抗を使うことにした。 
3.3.3.LCD の動作 














 時刻情報を修正するために受信した信号を二値化して PIC に読み取らせる。そのため
に電波時計用受信 IC SM9501 を用いる。SM9501A は、外付けアンテナで受信した長波標





と出力信号では、およそ 60ms のずれがあった。このずれを拡大図として図 4に示す。 










  時刻設定モードか 
設定桁選択 
数値選択 














 SM9501 からの入力を PIC が入力として読み取れなかったのは、SM9501 が 3.3V で駆動
していたのに対し、PIC が 5V で駆動していたからだと考えられる。SM9501 からの信号
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